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一

　
（
資
料
紹
介
）板

橋
宿
「
伊
勢
孫
文
書
」
の
調
査
報
告
と
史
料
紹
介
２

 

― 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
授
業
の
実
践
例 

―遠　

藤　

ゆ
り
子

〈
要
　
約
〉

本
稿
は
、
淑
徳
大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
の
二
〇
二
一
年
度
（
前
期
）
の
授
業
「
日
本
地
域
史
」
に
お
け
る
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
七
年
に
開
講
し
た
「
日
本
地
域
史
」
の
授
業
で
は
、
板
橋
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
地
域
史
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
一
九
年
度
に
は
、
板
橋

宿
の
旅
籠
屋
に
伝
来
し
た
近
世
〜
近
代
の
史
料
「
伊
勢
孫
文
書
」
を
調
査
し
、
翻
刻
し
た
成
果
を
紹
介
し
た
。
二
〇
二
一
年
の
授
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た
た

め
、
学
生
が
文
書
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、「
伊
勢
孫
文
書
」
を
所
蔵
す
る
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
筆
者
に
よ
る
文

書
調
査
が
許
さ
れ
、
学
生
は
筆
者
が
撮
影
し
た
史
料
の
写
真
か
ら
翻
刻
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
は
、
学
生
が
作
成
し
た
「
伊
勢
孫
文
書
」
の
翻
刻
を
許
に
、

筆
者
が
訂
正
を
加
え
た
史
料
二
十
七
点
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
本
授
業
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
で
実
施
さ
れ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
と
も
な
う
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
の
実
践
例
と
し
て
、
事

例
紹
介
も
兼
ね
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

板
橋
宿　

伊
勢
孫
文
書　

史
料
紹
介　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
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三

学
コ
ー
ス
と
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
史
跡
に
つ
い
てGoogle Earth
を
活
用
し
た
ス
ラ
イ

ド
で
説
明
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
期
間
は
、
当
初
は
四
月
二
十
三
日
〜
五

月
二
日
を
予
定
し
て
い
た
が
、
東
京
都
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、
最

終
的
に
は
六
月
八
日
ま
で
延
期
し
た
。
な
お
、
不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

事
前
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
書
（
予
定
）
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。

【
第
五
回
】
文
書
調
査
の
準
備

次
回
の
授
業
で
予
定
し
て
い
た
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
で
の
文
書
調
査
に
備
え
、

事
前
準
備
の
た
め
の
動
画
を
作
成
し
た
。
内
容
は
、
調
査
の
概
要
説
明
、「
伊
勢
孫
文

書
」
の
解
説
、
文
書
撮
影
の
意
義
、
今
回
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
方
の
説
明
で
あ
る
。

文
書
撮
影
の
方
法
と
注
意
点
に
関
し
て
は
、
佐
藤
大
介
編
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
歴
史

資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
行
の
「
歴
史
資
料
保
全
活
動
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
に
よ
る
文
書
資
料
撮
影
の
手
引
き
」
を
活
用
し
な
が
ら
動
画
で
説
明
を
加
え
た
。

【
第
六
・
七
回
】
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
の
見
学
と
古
文
書
の
読
み
方

五
月
二
十
一
日（
金
）の
午
後
に
予
定
し
て
い
た
文
書
調
査
が
中
止
と
な
っ
た
。
東

京
都
下
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
資
料
館
が
休
館
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
の
代
替
措
置
と
し
て
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
の
ご
厚
意
で
教
員
の
み
が
文
書
調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
（
７
）。

そ
の
た
め
、
履
修
者
は
教
員
が
撮
影
し
た
史
料
の
写
真

を
使
っ
て
、
古
文
書
の
読
解
と
翻
刻
作
業
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
こ
の
授
業
回
は
、
①
古
文
書
を
読
ん
で
み
る
、
②
板
橋
区
立
郷
土

資
料
館
お
よ
び
隣
接
す
る
赤
塚
城
跡
を
見
学
す
る
、
と
い
う
内
容
に
変
更
し
た
。
①

は
、
い
わ
ゆ
る
く
ず
し
字
を
読
む
際
に
、
便
利
な
辞
典
や
Ｈ
Ｐ
の
紹
介
を
し
た
上
で
、

既
に
撮
影
済
み
の
「
伊
勢
孫
文
書
」
一
点
を
読
み
、
翻
刻
を
提
出
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
後
日
、
解
答
を
配
付
し
て
、
各
自
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
と
し

ン
ダ
ム
に
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
な
ど
）を
動
画
で
説
明
し
、

内
容
を
確
認
し
た
か
をGoogle

フ
ォ
ー
ム
で
回
答
さ
せ
た
。
ま
た
、
板
橋
区
立
郷
土

資
料
館
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
「
常
設
展
示
」
動
画
や
『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

東
京
都
』

（
平
凡
社
）の
項
目
「
板
橋
区
」
な
ど
を
見
な
が
ら
、
板
橋
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
三
つ

考
え
る
課
題
を
出
し
た
。
ク
イ
ズ
を
出
題
さ
せ
た
の
は
、
楽
し
み
な
が
ら
板
橋
の
歴

史
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
ク
イ
ズ
作
成
時
に
は
、

で
き
る
だ
け
他
の
学
生
と
重
複
し
な
い
問
題
に
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
毎
回
、
学
生
か
ら
の
質
問
や
意
見
をGoogle Classroom

上
で
受
け
付
け

る
こ
と
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
。

【
第
二
回
目
】
板
橋
（
宿
）
の
歴
史
を
学
ぶ

ま
ず
、
前
回
の
課
題
「
板
橋
に
関
す
る
ク
イ
ズ
」
か
ら
二
問
選
び
、
テ
ス
ト
機
能

を
設
定
し
たGoogle

フ
ォ
ー
ム
か
ら
出
題
し
た
。
そ
の
上
で
、
板
橋
の
中
世
、
板
橋

宿
の
近
世
・
近
代
を
テ
ー
マ
と
し
た
説
明
動
画
二
点
を
作
成
し
、
動
画
を
視
聴
し
て

さ
ら
に
調
べ
学
習
を
進
め
る
課
題
を
出
し
た
（
提
出
はGoogle

フ
ォ
ー
ム
）。
調
べ

学
習
で
は
、
参
考
文
献
の
回
答
欄
も
設
け
て
、
で
き
る
だ
け
文
献
を
調
べ
る
よ
う
促

し
た
。
後
日
、
課
題
の
成
果
を
一
覧
表
に
し
、
全
て
に
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
し
て
ク
ラ
ス
で
共
有
し
た
。
学
生
が
互
い
の
関
心
を
確
認
し
合

う
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
、
互
い
の
交
流
を
促
し
、
他
の
学
生
と
比
較
す
る
こ
と
で

自
ら
の
課
題
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
第
三
・
四
回
】
板
橋
宿
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

前
回
同
様
、
板
橋
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
二
問
出
題
し
た
上
で
、
学
生
個
々
が
実
施

す
る
板
橋
宿
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
レ
ポ
ー
ト（
見
学
記
）を
提
出
さ
せ
た
。
事

前
に
コ
ー
ス
を
指
定
し（
出
発
地
と
到
着
地
の
交
換
は
可
）、
地
図
を
配
付
し
て
、
見
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二

学
生
と
と
も
に
新
た
に
翻
刻
し
た
「
伊
勢
孫
文
書
」
の
史
料
紹
介
を
行
う
こ
と
と
し

た
い
。
併
せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
で
お
こ
な
っ
た
実
習

系
授
業
の
概
要
を
ま
と
め
、
一
つ
の
記
録
と
し
て
と
ど
め
た
い
と
思
う
。

一
　
授
業
の
形
態
と
概
要

（
一
）授
業
形
態
　
―
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
―

ま
ず
、
本
科
目
の
授
業
形
態
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
と
な
っ
た
二
〇
二
一
年
度
は
、
対
面
で
の
授
業
は
必
修
科
目
が

中
心
と
な
り
、
本
科
目
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
指
定
さ
れ
た
。

授
業
時
間
も
、
六
限
（
18
：
15
〜
19
：
45
）に
設
定
さ
れ
、
昨
年
度
の
よ
う
にZoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
原
則
禁
止

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
収
容
人
数
が
多
い
教
室
数
を
確
保
し
、
対
面
授
業
と
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
混
在
を
防
ぐ
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
（
５
）。

そ
の
た
め
本
年
度
の
授
業
で
は
、Google Classroom

を
活
用
し
た
課
題
提
示
型

で
実
施
し
た
（
６
）。

（
二
）授
業
の
概
要

本
授
業
の
履
修
者
は
五
十
一
名
（
四
年
次
生
が
一
名
・
三
年
次
生
が
三
名
・
二
年

次
生
が
四
十
七
名
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
半
期
十
五
回
の
授
業
の
概
要
を
整
理

し
て
お
き
た
い
。

【
第
一
回
目
】
ガ
イ
ダ
ン
ス

授
業
の
進
め
方
や
注
意
点
（
課
外
授
業
に
と
も
な
う
振
替
休
講
が
あ
る
こ
と
、
ラ

は
じ
め
に

本
稿
は
、
淑
徳
大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
の
二
〇
二
一
年
度
（
前
期
）
開
講
授
業

「
日
本
地
域
史
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
授
業
は
、
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
る
板
橋
区
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
歴
史
学
を
学
ぶ
手
法
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
歴
史
を
学
ぶ
意
義
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
二
〇
一

七
年
度
に
開
講
さ
れ
た
（
１
）。

二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
、
板
橋
に
伝
来
す
る
「
伊
勢
孫
文

書
」
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
（
２
）。

「
伊
勢
孫
文
書
」
と
は
、
江
戸
時
代
に
中
山
道
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
板
橋
宿
で
、
旅

籠
屋
を
営
ん
で
い
た
伊
勢
屋
孫
兵
衛
家
（
屋
号
「
伊
勢
孫
」）
に
伝
わ
る
文
書
群
で
あ

る（
３
）。

現
在
は
板
橋
区
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
同
文
書
の
一
部
は
、
区
史
編

さ
ん
収
集
資
料
と
し
て
、
板
橋
区
公
文
書
館
で
写
真
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
全
て
の
史
料
が
写
真
帳
に
収
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
写
真
の
デ

ジ
タ
ル
化
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
授
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の

写
真
撮
影
と
法
量
の
計
測
、
翻
刻
作
業
を
少
し
ず
つ
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
史
料
調
査
を
行
え
ず
、
授
業
内

容
を
大
幅
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
４
）。

二
〇
二
一
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
、
本
授
業
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
っ
た
。

ま
た
、
東
京
都
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、
様
々
な
制
限
が
あ
る
な
か

で
授
業
の
進
め
方
を
模
索
し
て
き
た
。

当
初
の
予
定
通
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

本
年
度
も
「
伊
勢
孫
文
書
」
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
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三

学
コ
ー
ス
と
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
史
跡
に
つ
い
てGoogle Earth

を
活
用
し
た
ス
ラ
イ

ド
で
説
明
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
期
間
は
、
当
初
は
四
月
二
十
三
日
〜
五

月
二
日
を
予
定
し
て
い
た
が
、
東
京
都
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、
最

終
的
に
は
六
月
八
日
ま
で
延
期
し
た
。
な
お
、
不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

事
前
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
書
（
予
定
）
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。

【
第
五
回
】
文
書
調
査
の
準
備

次
回
の
授
業
で
予
定
し
て
い
た
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
で
の
文
書
調
査
に
備
え
、

事
前
準
備
の
た
め
の
動
画
を
作
成
し
た
。
内
容
は
、
調
査
の
概
要
説
明
、「
伊
勢
孫
文

書
」
の
解
説
、
文
書
撮
影
の
意
義
、
今
回
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
方
の
説
明
で
あ
る
。

文
書
撮
影
の
方
法
と
注
意
点
に
関
し
て
は
、
佐
藤
大
介
編
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
歴
史

資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
行
の
「
歴
史
資
料
保
全
活
動
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
に
よ
る
文
書
資
料
撮
影
の
手
引
き
」
を
活
用
し
な
が
ら
動
画
で
説
明
を
加
え
た
。

【
第
六
・
七
回
】
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
の
見
学
と
古
文
書
の
読
み
方

五
月
二
十
一
日（
金
）の
午
後
に
予
定
し
て
い
た
文
書
調
査
が
中
止
と
な
っ
た
。
東

京
都
下
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
資
料
館
が
休
館
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
の
代
替
措
置
と
し
て
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
の
ご
厚
意
で
教
員
の
み
が
文
書
調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
（
７
）。

そ
の
た
め
、
履
修
者
は
教
員
が
撮
影
し
た
史
料
の
写
真

を
使
っ
て
、
古
文
書
の
読
解
と
翻
刻
作
業
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
こ
の
授
業
回
は
、
①
古
文
書
を
読
ん
で
み
る
、
②
板
橋
区
立
郷
土

資
料
館
お
よ
び
隣
接
す
る
赤
塚
城
跡
を
見
学
す
る
、
と
い
う
内
容
に
変
更
し
た
。
①

は
、
い
わ
ゆ
る
く
ず
し
字
を
読
む
際
に
、
便
利
な
辞
典
や
Ｈ
Ｐ
の
紹
介
を
し
た
上
で
、

既
に
撮
影
済
み
の
「
伊
勢
孫
文
書
」
一
点
を
読
み
、
翻
刻
を
提
出
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
後
日
、
解
答
を
配
付
し
て
、
各
自
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
と
し

ン
ダ
ム
に
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
な
ど
）を
動
画
で
説
明
し
、

内
容
を
確
認
し
た
か
をGoogle

フ
ォ
ー
ム
で
回
答
さ
せ
た
。
ま
た
、
板
橋
区
立
郷
土

資
料
館
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
「
常
設
展
示
」
動
画
や
『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

東
京
都
』

（
平
凡
社
）の
項
目
「
板
橋
区
」
な
ど
を
見
な
が
ら
、
板
橋
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
三
つ

考
え
る
課
題
を
出
し
た
。
ク
イ
ズ
を
出
題
さ
せ
た
の
は
、
楽
し
み
な
が
ら
板
橋
の
歴

史
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
ク
イ
ズ
作
成
時
に
は
、

で
き
る
だ
け
他
の
学
生
と
重
複
し
な
い
問
題
に
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
毎
回
、
学
生
か
ら
の
質
問
や
意
見
をGoogle Classroom

上
で
受
け
付
け

る
こ
と
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
。

【
第
二
回
目
】
板
橋
（
宿
）
の
歴
史
を
学
ぶ

ま
ず
、
前
回
の
課
題
「
板
橋
に
関
す
る
ク
イ
ズ
」
か
ら
二
問
選
び
、
テ
ス
ト
機
能

を
設
定
し
たGoogle

フ
ォ
ー
ム
か
ら
出
題
し
た
。
そ
の
上
で
、
板
橋
の
中
世
、
板
橋

宿
の
近
世
・
近
代
を
テ
ー
マ
と
し
た
説
明
動
画
二
点
を
作
成
し
、
動
画
を
視
聴
し
て

さ
ら
に
調
べ
学
習
を
進
め
る
課
題
を
出
し
た
（
提
出
はGoogle
フ
ォ
ー
ム
）。
調
べ

学
習
で
は
、
参
考
文
献
の
回
答
欄
も
設
け
て
、
で
き
る
だ
け
文
献
を
調
べ
る
よ
う
促

し
た
。
後
日
、
課
題
の
成
果
を
一
覧
表
に
し
、
全
て
に
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
し
て
ク
ラ
ス
で
共
有
し
た
。
学
生
が
互
い
の
関
心
を
確
認
し
合

う
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
、
互
い
の
交
流
を
促
し
、
他
の
学
生
と
比
較
す
る
こ
と
で

自
ら
の
課
題
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
第
三
・
四
回
】
板
橋
宿
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

前
回
同
様
、
板
橋
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
二
問
出
題
し
た
上
で
、
学
生
個
々
が
実
施

す
る
板
橋
宿
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
レ
ポ
ー
ト（
見
学
記
）を
提
出
さ
せ
た
。
事

前
に
コ
ー
ス
を
指
定
し（
出
発
地
と
到
着
地
の
交
換
は
可
）、
地
図
を
配
付
し
て
、
見
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【
第
十
五
回
】
グ
ル
ー
プ
発
表
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

当
初
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
動
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
や
り
と
り
だ
け
で
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
報
告
書
に
よ
る
発
表

に
変
更
し
た
。
こ
こ
で
い
う
報
告
書
と
は
、
グ
ル
ー
プ
で
翻
刻
し
た
史
料
と
各
自
の

考
察
を
一
つ
のW

ord

フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
変
換
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ

る
。
タ
イ
ト
ル
は
、「
板
橋
を
あ
る
く
４
―「
伊
勢
孫
文
書
」の
翻
刻
―
」
と
し
た（
全

四
五
頁
）。

こ
の
回
は
課
題
を
二
点
出
し
た
。
①
報
告
書
を
読
ん
で
学
ん
だ
こ
と
・
感
想
を
書

く
こ
と（Google

フ
ォ
ー
ム
か
ら
回
答
）、
②
報
告
書
の
う
ち
所
属
グ
ル
ー
プ
の
範
囲

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
各
自
が
担
当
し
た
範
囲
を
赤
字
で
示
し
て
報
告
す
る
こ
と
、

で
あ
る
。
②
の
報
告
は
、
実
態
と
異
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
個
々
の
成
績
評
価
で

は
な
く
、
ふ
り
か
え
り
と
し
て
実
施
し
た
。

（
三
）板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
で
の
文
書
調
査

前
述
の
よ
う
に
、
文
書
調
査
は
教
員
の
み
が
五
月
二
十
一
日（
金
）の
午
後
に
実
施

し
た
。
法
量
の
計
測
で
は
、
同
館
学
芸
員
の
河
野
彩
里
氏
に
補
助
を
依
頼
し
た
。

撮
影
し
た
写
真
の
デ
ー
タ
お
よ
び
本
稿
で
紹
介
し
た
史
料
の
翻
刻
デ
ー
タ
は
、
前

回
と
同
様
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
へ
提
供
し
て
い
る
。

（
四
）成
果
と
課
題

本
年
度
の
授
業
に
お
け
る
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て

整
理
し
て
み
た
い
。

① 

板
橋
（
宿
）
の
歴
史
を
学
ぶ

【図１】グループワーク用 Googleドキュメント（□□□には学生の名前や呼び名が入る）

学生Ａ
5-1 の 8.9 行 目 と 5-3
の４行目から最後まで
担当します。
--------------------------------
返信遅くなりすみませ
ん。分かりました！と
りあえず自分の担当の
場所を頑張ってみま
す。もし何か思いつい
たら、（　）して書いて
みようと思います。
--------------------------------
了解です。
□□が担当した5-2や
ってみます。
--------------------------------
了解です。□□□の所
担当します！！

学生Ｂ
□□□結構進めてくれ
てるねー
ありがとう！
でもどう割り振ろうか
な？5-2 を僕は終わら
せてみます。
割り振りが難しそうな
ので、各自ちょっとづ
つやっていきましょう
ぜ！
--------------------------------
取り敢えず新しく直す
のは前回担当した所を
やるのがいいかな？
担当外でもここは別の
漢字が入るかも？とか
○の所があったら隣に
（　）とかして新しく書
いてみるのもいいかも
ねー
まぁ臨機応変に頑張ろ
うぜ！
--------------------------------
了解です！□□□の所
担当

学生Ｃ
5-1 の 10.11 行目と丸
の部分埋めます。
--------------------------------
了解です。同じく何か
あったら訂正します。
--------------------------------
了解です。全然気にし
なくていいよ。とりあ
えずやってみるね。
--------------------------------
了解です。□□□の部
分を担当します。（６月
30日）

学生Ｄ
少し進めます。
5-1 は上の４行（覚を
抜いて）
5-2は１行
5-3は３行を書いたよ
--------------------------------
了解、開始が遅くなっ
てすみません。自分の
所完了しました。
--------------------------------
右隣□□□のやつです
ね。了解しました。俺
が最初やりすぎてしま
ったばかり、□□□の
やるところ多くなりす
ぎた。ごめんね。以前
自分がやったところも
少し直しました。
--------------------------------
またやるみたいだね。
もう１つ右隣の人の範
囲をやりましょう！！
自分は□□

学生Ｅ
□□□が書いてくれた
5-1 の続きで、細かい
部分を含めた５行分書
きます。
--------------------------------
了解です。とりあえず
他の班の翻刻をみて、
何かあったら訂正しま
すね。
--------------------------------
担当箇所完了しまし
た。
--------------------------------
今週はこのチャット欄
で自分の右隣の人の部
分を担当するというこ
とでいいですかね？
--------------------------------
了解です。□□□の部
分担当します。（６月
29日）
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四

り
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
周
知
し
た（
図
１
）。
こ
れ
を
使
う
こ
と
で
、
学
生
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
や
作
業
過
程
も
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、Google Classroom

のM
eet

も
、
話
し
合
い
の
た
め
に
自
由
に
使
用
で
き

る
こ
と
と
し
た
。

た
だ
、
史
料
を
読
む
力
は
学
生
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
っ
た
た
め
、
史
料
翻
刻
の
担

当
範
囲
は
、
授
業
回
ご
と
に
替
え
た
。
こ
こ
で
グ
ル
ー
プ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
不
十
分
だ
と
思
わ
れ
た
場
合
は
、
教
員
の
方
で
学
生
の
担
当
範
囲
を
指
定
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

授
業
後
は
、
提
出
物
を
見
な
が
ら
読
め
て
い
な
い
文
字
、
読
み
が
間
違
っ
て
い
る

文
字
に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ト
を
与
え
な
が
ら
説
明
す
る
動
画
を
作
成
し
た
。
学
生
は
、

こ
れ
を
視
聴
す
る
こ
と
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

【
第
十
三
回
】
報
告
書
の
作
成

最
後
に
も
う
一
度
、
翻
刻
の
担
当
範
囲
を
移
動
さ
せ
て
確
認
作
業
を
行
っ
た
。
そ

の
上
で
、
こ
れ
ま
で
に
翻
刻
し
た
史
料
を
読
み
直
し
、
考
察
を
加
え
て
提
出
さ
せ
た
。

そ
の
際
は
、
提
出
物
用
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全
グ
ル
ー
プ
の
成
果
を
一
つ

に
ま
と
め
や
す
い
よ
う
準
備
し
た
。

【
第
十
四
回
】
レ
ポ
ー
ト
提
出

二
つ
の
課
題
を
出
し
た
。
①
グ
ル
ー
プ
で
翻
刻
し
た
史
料
を
読
み
直
し
、
訂
正
箇

所
が
あ
れ
ば
赤
字
で
示
し（
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
）、
再
度
提
出
す
る
。
こ
れ
は
、
グ

ル
ー
プ
内
で
は
自
信
が
な
か
っ
た
り
、
言
い
出
し
に
く
か
っ
た
り
し
て
発
言
で
き
な

か
っ
た
意
見
を
引
き
出
そ
う
と
考
え
て
課
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
レ
ポ
ー
ト
（
史
資

料
を
使
っ
て
板
橋
宿
に
つ
い
て
解
説
す
る
、
八
〇
〇
字
以
上
）を
提
出
す
る
。
な
お
、

こ
こ
で
の
史
資
料
は
、「
伊
勢
孫
文
書
」
に
限
定
し
て
い
な
い
。

た
。
②
は
、
事
前
に
計
画
書（
予
定
）を
提
出
さ
せ
、
見
学
記
を
提
出
す
る
と
い
う
課

題
で
あ
る
。
期
間
は
六
月
一
日
〜
三
十
日
で
設
定
し
た
。

【
第
八
回
】
各
自
で
翻
刻
を
作
成
す
る 

―
そ
の
１
―

五
十
一
名
の
学
生
を
四
〜
六
名
の
十
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
に
一
点
ず

つ
史
料
を
配
付
し
て
担
当
さ
せ
た
。
だ
が
、
課
題
は
個
々
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り

組
み
、
翻
刻
の
成
果
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
課
題
の
取
り
組
み
方
つ
い
て
は
、

動
画
で
説
明
を
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
し
て
、
提
出
さ
れ
た
翻
刻
を
も
と

に
、
読
み
間
違
い
が
多
か
っ
た
文
字
、
頻
出
す
る
文
字
や
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
解
説

す
る
動
画
を
作
成
し
た
。

【
第
九
回
】
各
自
で
翻
刻
を
作
成
す
る 

―
そ
の
２
―

各
自
が
提
出
し
た
翻
刻
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
十
の
フ
ァ
イ
ル
に
整
理
し
、
全
員
の

提
出
物
を
閲
覧
で
き
る
設
定
に
し
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
、
前
回
と
異
な
る

二
つ
目
の
文
書
を
翻
刻
す
る
作
業
を
課
題
と
し
た
。
た
だ
、
文
字
数
が
多
い
史
料
を

担
当
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
第
八
・
九
回
の
二
回
で
一
点
の
文
書
を
前
半
・
後
半
に
分

け
て
課
題
と
し
た
。

【
第
十
・
十
一
・
十
二
回
】
グ
ル
ー
プ
で
翻
刻
を
作
成
す
る

第
八
・
九
回
の
授
業
で
、
各
自
が
作
成
し
た
翻
刻
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
フ
ァ
イ
ル

に
整
理
し
、
全
員
の
提
出
物
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
設
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
一
グ
ル
ー

プ
に
つ
き
一
つ
のGoogle

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
共
同
編
集
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
翻
刻

を
協
力
し
て
作
成
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。

所
謂
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
を
出
さ
な
い
た
め
、
事
前
に
史
料
翻
刻
の
範
囲
を
話
し
合

い
で
決
め
る
よ
う
指
示
を
し
た
。
話
し
合
い
の
方
法
は
各
グ
ル
ー
プ
に
任
せ
た
が
、

Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
使
い
、
グ
ル
ー
プ
内
でchat

を
し
た
り
、
伝
言
を
残
せ
た
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【
第
十
五
回
】
グ
ル
ー
プ
発
表
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

当
初
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
動
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
や
り
と
り
だ
け
で
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
報
告
書
に
よ
る
発
表

に
変
更
し
た
。
こ
こ
で
い
う
報
告
書
と
は
、
グ
ル
ー
プ
で
翻
刻
し
た
史
料
と
各
自
の

考
察
を
一
つ
のW

ord

フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
変
換
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ

る
。
タ
イ
ト
ル
は
、「
板
橋
を
あ
る
く
４
―「
伊
勢
孫
文
書
」の
翻
刻
―
」
と
し
た（
全

四
五
頁
）。

こ
の
回
は
課
題
を
二
点
出
し
た
。
①
報
告
書
を
読
ん
で
学
ん
だ
こ
と
・
感
想
を
書

く
こ
と（Google

フ
ォ
ー
ム
か
ら
回
答
）、
②
報
告
書
の
う
ち
所
属
グ
ル
ー
プ
の
範
囲

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
各
自
が
担
当
し
た
範
囲
を
赤
字
で
示
し
て
報
告
す
る
こ
と
、

で
あ
る
。
②
の
報
告
は
、
実
態
と
異
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
個
々
の
成
績
評
価
で

は
な
く
、
ふ
り
か
え
り
と
し
て
実
施
し
た
。

（
三
）板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
で
の
文
書
調
査

前
述
の
よ
う
に
、
文
書
調
査
は
教
員
の
み
が
五
月
二
十
一
日（
金
）の
午
後
に
実
施

し
た
。
法
量
の
計
測
で
は
、
同
館
学
芸
員
の
河
野
彩
里
氏
に
補
助
を
依
頼
し
た
。

撮
影
し
た
写
真
の
デ
ー
タ
お
よ
び
本
稿
で
紹
介
し
た
史
料
の
翻
刻
デ
ー
タ
は
、
前

回
と
同
様
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
へ
提
供
し
て
い
る
。

（
四
）成
果
と
課
題

本
年
度
の
授
業
に
お
け
る
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て

整
理
し
て
み
た
い
。

① 

板
橋
（
宿
）
の
歴
史
を
学
ぶ

【図１】グループワーク用 Googleドキュメント（□□□には学生の名前や呼び名が入る）

学生Ａ
5-1 の 8.9 行 目 と 5-3
の４行目から最後まで
担当します。
--------------------------------
返信遅くなりすみませ
ん。分かりました！と
りあえず自分の担当の
場所を頑張ってみま
す。もし何か思いつい
たら、（　）して書いて
みようと思います。
--------------------------------
了解です。
□□が担当した5-2や
ってみます。
--------------------------------
了解です。□□□の所
担当します！！

学生Ｂ
□□□結構進めてくれ
てるねー
ありがとう！
でもどう割り振ろうか
な？5-2 を僕は終わら
せてみます。
割り振りが難しそうな
ので、各自ちょっとづ
つやっていきましょう
ぜ！
--------------------------------
取り敢えず新しく直す
のは前回担当した所を
やるのがいいかな？
担当外でもここは別の
漢字が入るかも？とか
○の所があったら隣に
（　）とかして新しく書
いてみるのもいいかも
ねー
まぁ臨機応変に頑張ろ
うぜ！
--------------------------------
了解です！□□□の所
担当

学生Ｃ
5-1 の 10.11 行目と丸
の部分埋めます。
--------------------------------
了解です。同じく何か
あったら訂正します。
--------------------------------
了解です。全然気にし
なくていいよ。とりあ
えずやってみるね。
--------------------------------
了解です。□□□の部
分を担当します。（６月
30日）

学生Ｄ
少し進めます。
5-1 は上の４行（覚を
抜いて）
5-2は１行
5-3は３行を書いたよ
--------------------------------
了解、開始が遅くなっ
てすみません。自分の
所完了しました。
--------------------------------
右隣□□□のやつです
ね。了解しました。俺
が最初やりすぎてしま
ったばかり、□□□の
やるところ多くなりす
ぎた。ごめんね。以前
自分がやったところも
少し直しました。
--------------------------------
またやるみたいだね。
もう１つ右隣の人の範
囲をやりましょう！！
自分は□□

学生Ｅ
□□□が書いてくれた
5-1 の続きで、細かい
部分を含めた５行分書
きます。
--------------------------------
了解です。とりあえず
他の班の翻刻をみて、
何かあったら訂正しま
すね。
--------------------------------
担当箇所完了しまし
た。
--------------------------------
今週はこのチャット欄
で自分の右隣の人の部
分を担当するというこ
とでいいですかね？
--------------------------------
了解です。□□□の部
分担当します。（６月
29日）
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や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
一
方
で
、
対
面
授
業
の
出
席
は
困
難
だ
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
は
出
席
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
年
が
異
な
る
グ
ル
ー

プ
で
は
、
対
面
授
業
以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

よ
う
だ
。

　

や
は
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
、
対
面
の
授
業
も
組
み
合
わ
せ
て
行

う
こ
と
が
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
対
面
授
業
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
様
子
を
観
察
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
工
夫
を
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二
　「
伊
勢
孫
文
書
」の
紹
介

（
一
）翻
刻
の
範
囲
と
凡
例

「
伊
勢
孫
文
書
」
の
説
明
は
前
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
（
８
）、

こ
こ
で
は
本

稿
で
紹
介
す
る
史
料
に
つ
い
て
説
明
し
、
凡
例
を
示
し
て
お
き
た
い
。

本
年
度
は
、
板
橋
区
の
目
録
「
区
内
文
化
財
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
」
の
項
目
「
分
類

②
」
の
番
号
一
四
―
二
―
二
〇
〜
一
四
―
五
―
一
五（
目
録
№
五
十
三
〜
八
一
）、
前

回
の
調
査
で
未
撮
影
だ
っ
た
一
四
―
一
六（
目
録
№
三
二
）を
調
査
・
撮
影
し
た
。
授

業
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
一
〇
グ
ル
ー
プ
に
配
分
し
て
翻
刻
を
し
た
。

だ
が
本
稿
で
は
、
授
業
で
は
扱
っ
て
い
な
い
、
前
回
撮
影
し
た
も
の
の
未
翻
刻
だ

っ
た
「
分
類
②
」
番
号
一
四
―
二
―
一
四
〜
一
九（
目
録
№
四
七
〜
五
二
）の
史
料
紹

介
も
併
せ
て
行
い
た
い
。

本
授
業
に
お
け
る
各
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
翻
刻
の
担
当
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
（
№
十
四
―
一
―
六
・
十
四
―
二
―
二
〇
を
担
当
）

泉
海
斗
（
四
年
次
生
）・
藍
原
淳
・
武
藤
輝
・
國
谷
竜
宏
（
三
年
次
生
）

Ｂ
（
№
十
四
―
三
―
一
・
十
四
―
三
―
二
を
担
当
）

秋
田
夢
羽
・
石
橋
映
美
・
岩
佐
拳
志
郎
・
大
木
優
輝
・
大
嵩
の
の
・
大
橋
亮
介

（
二
年
次
生
）

Ｃ
（
№
十
四
―
三
―
三
・
十
四
―
三
―
四
を
担
当
）

岡
部
祥
幸
・
小
倉
彩
花
・
香
月
秀
太
・
鎌
形
永
遠
・
上
甲
美
南
（
二
年
次
生
）

Ｄ
「
№
十
四
―
三
―
五
・
十
四
―
三
―
六
を
担
当
）

木
村
亜
岐
斗
・
小
泉
順
・
小
嶋
俊
輔
・
品
田
晃
平
・
庄
司
慧
吾
（
二
年
次
生
）

Ｅ
（
№
十
四
―
三
―
七
・
十
四
―
四
―
一
を
担
当
）

城
取
実
優
・
鈴
木
葵
・
須
藤
深
美
・
田
岡
真
晴
・
髙
橋
空
也
（
二
年
次
生
）

Ｆ
（
№
十
四
―
四
―
二
・
十
四
―
四
―
三
を
担
当
）

萩
野
樹
里
・
春
山
さ
く
ら
・
郭
婉
悦
・
竜
見
宙
夢
・
田
邉
智
大
（
二
年
次
生
）

Ｇ
（
№
十
四
―
四
―
四
・
十
四
―
四
―
五
・
十
四
―
四
―
六
を
担
当
）

寺
福
智
哉
・
戸
ヶ
崎
太
郎
・
春
山
桃
那
・
古
畑
花
音
・
富
岡
駿
（
二
年
次
生
）

Ｈ
（
№
十
四
―
五
―
一
・
十
四
―
五
―
二
・
十
四
―
五
―
三
を
担
当
）

本
田
匠
・
眞
下
小
太
郎
・
増
田
恒
希
・
松
本
隆
希
・
峰
弦
汰
（
二
年
次
生
）

Ｉ
（
№
十
四
―
五
―
四
）

松
﨑
絢
音
・
宮
本
涼
花
・
吉
川
慧
星
・
金
子
駿
太
・
髙
橋
杏
（
二
年
次
生
）

Ｊ
（
№
十
四
―
五
―
五
・
十
四
―
五
―
六
・
十
四
―
五
―
七
）

桒
山
瀬
凪
・
後
藤
惣
一
郎
・
田
辺
謙
心
・
阿
部
翔
大
・
野
本
一
輝
・
片
桐
航
太

（
二
年
次
生
）

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
全
て
学
生
の
翻
刻
を
元
に
筆
者
が
訂
正
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
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積
極
的
に
教
員
へ
質
問
が
で
き
な
い
学
生
も
、
平
等
に
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
利
点
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
課
題
】想
定
し
て
い
た
以
上
に
本
授
業
を
履
修
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
金
曜
日
午
後
の
半
日
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染

対
策
を
と
り
つ
つ
全
学
生
に
調
査
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
履
修
者

の
増
加
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
土
曜
日
の
一
日
を
調
査
に
あ
て
る
な
ど
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
授
業
で
初
め
て
古
文
書
を
読
む
学
生
も
多
か
っ
た
。
結
局
、
ほ
と

ん
ど
翻
刻
で
き
な
か
っ
た
り
、
間
違
い
ば
か
り
だ
っ
た
り
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ

た
。
動
画
に
よ
る
指
導
に
は
限
界
が
あ
り
、
史
料
も
学
生
が
初
め
て
読
む
も
の
と

し
て
は
、
難
易
度
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翻
刻
作
業
は
、
本
来
な
ら
ば
教

員
が
直
接
指
導
し
、
学
生
同
士
が
協
力
し
合
っ
た
方
が
進
め
や
す
い
。
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
難
し
い
判
断
を
と
も
な
う
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
、
対
面

授
業
も
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
ろ
う
。

③ 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

【
成
果
】二
〇
二
一
年
度
の
前
学
期
は
、
一
部
で
対
面
授
業
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
同
学
年
の
学
生
同
士
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
あ
る
程
度
で
き
て
い
た
。

前
述
し
たGoogle

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
使
っ
たchat

（
伝
言
板
）は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
過
程
が
文
字
と
し
て
残
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
様
子
を
確
認
し
や
す
い
。

所
謂
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の
存
在
も
把
握
し
や
す
い
と
い
っ
た
利
点
も
あ
っ
た
。
対

面
の
授
業
で
も
活
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
課
題
】二
名
ほ
ど
、
途
中
か
ら
課
題
を
提
出
し
な
い
学
生
が
出
て
し
ま
っ
た
。
対

面
の
授
業
以
上
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
学
生
が
出

【
成
果
】動
画
の
説
明
や
文
献
の
配
付
に
加
え
、
説
明
を
聞
い
た
上
で
さ
ら
に
学
生

が
知
り
た
い
こ
と
を
調
べ
た
り
、
ク
イ
ズ
を
考
え
た
り
と
い
っ
た
課
題
を
課
し
た
。

二
〇
二
〇
年
度
は
、
学
ん
だ
こ
と
の
概
要
を
ま
と
め
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
配
付
資
料

か
ら
の
引
用
が
多
か
っ
た
。
だ
が
、
本
年
度
は
学
生
が
調
べ
て
見
つ
け
た
参
考
文

献
を
載
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
昨
年
度
よ
り
も
主
体
的
に
学
生
が
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
板
橋
宿
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、Google Classroom

の
ス
ラ

イ
ド（Google Earth

の
機
能
を
活
用
し
て
作
成
）を
見
て
か
ら
、
現
地
を
歩
く
こ

と
を
課
題
と
し
て
い
た
。
昨
年
度
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、
実

際
に
板
橋
宿
跡
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
、
同
様
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
バ
ー
チ
ャ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
本
年
度
は
、
個
々
の
学
生
の
ペ
ー
ス
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
こ
の

ス
ラ
イ
ド
を
確
認
し
つ
つ
歩
く
こ
と
が
で
き
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
本
授
業
で

は
履
修
者
数
が
増
え
、
全
員
で
街
中
を
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
難
し
く
な
っ

て
い
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
密
を
避
け
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
手
法
は
今
後
も
活
用
で
き
る
手
法
で
あ
り
、

新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
の
方
法
を
見
出
せ
た
と
い
え
る
。

【
課
題
】現
地
で
ス
ラ
イ
ド
を
見
る
こ
と
を
想
定
し
た
ス
ラ
イ
ド
作
り
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

② 

文
書
調
査
と
翻
刻
作
業

【
成
果
】文
書
調
査
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
動
画
の
説
明
に
よ
っ
て
要
点
の
理

解
は
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
学
生
が
翻
刻
し
た
史
料（
提
出
物
）を
見
な
が

ら
解
説
し
、
文
字
を
読
む
際
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
動
画
を
配
付
し
た
。
そ
の
た
め
、

― 185 ―



研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

七

や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
一
方
で
、
対
面
授
業
の
出
席
は
困
難
だ
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
は
出
席
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
年
が
異
な
る
グ
ル
ー

プ
で
は
、
対
面
授
業
以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

よ
う
だ
。

　

や
は
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
、
対
面
の
授
業
も
組
み
合
わ
せ
て
行

う
こ
と
が
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
対
面
授
業
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
様
子
を
観
察
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
工
夫
を
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二
　「
伊
勢
孫
文
書
」の
紹
介

（
一
）翻
刻
の
範
囲
と
凡
例

「
伊
勢
孫
文
書
」
の
説
明
は
前
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
（
８
）、

こ
こ
で
は
本

稿
で
紹
介
す
る
史
料
に
つ
い
て
説
明
し
、
凡
例
を
示
し
て
お
き
た
い
。

本
年
度
は
、
板
橋
区
の
目
録
「
区
内
文
化
財
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
」
の
項
目
「
分
類

②
」
の
番
号
一
四
―
二
―
二
〇
〜
一
四
―
五
―
一
五（
目
録
№
五
十
三
〜
八
一
）、
前

回
の
調
査
で
未
撮
影
だ
っ
た
一
四
―
一
六（
目
録
№
三
二
）を
調
査
・
撮
影
し
た
。
授

業
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
一
〇
グ
ル
ー
プ
に
配
分
し
て
翻
刻
を
し
た
。

だ
が
本
稿
で
は
、
授
業
で
は
扱
っ
て
い
な
い
、
前
回
撮
影
し
た
も
の
の
未
翻
刻
だ

っ
た
「
分
類
②
」
番
号
一
四
―
二
―
一
四
〜
一
九（
目
録
№
四
七
〜
五
二
）の
史
料
紹

介
も
併
せ
て
行
い
た
い
。

本
授
業
に
お
け
る
各
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
翻
刻
の
担
当
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
（
№
十
四
―
一
―
六
・
十
四
―
二
―
二
〇
を
担
当
）

泉
海
斗
（
四
年
次
生
）・
藍
原
淳
・
武
藤
輝
・
國
谷
竜
宏
（
三
年
次
生
）

Ｂ
（
№
十
四
―
三
―
一
・
十
四
―
三
―
二
を
担
当
）

秋
田
夢
羽
・
石
橋
映
美
・
岩
佐
拳
志
郎
・
大
木
優
輝
・
大
嵩
の
の
・
大
橋
亮
介

（
二
年
次
生
）

Ｃ
（
№
十
四
―
三
―
三
・
十
四
―
三
―
四
を
担
当
）

岡
部
祥
幸
・
小
倉
彩
花
・
香
月
秀
太
・
鎌
形
永
遠
・
上
甲
美
南
（
二
年
次
生
）

Ｄ
「
№
十
四
―
三
―
五
・
十
四
―
三
―
六
を
担
当
）

木
村
亜
岐
斗
・
小
泉
順
・
小
嶋
俊
輔
・
品
田
晃
平
・
庄
司
慧
吾
（
二
年
次
生
）

Ｅ
（
№
十
四
―
三
―
七
・
十
四
―
四
―
一
を
担
当
）

城
取
実
優
・
鈴
木
葵
・
須
藤
深
美
・
田
岡
真
晴
・
髙
橋
空
也
（
二
年
次
生
）

Ｆ
（
№
十
四
―
四
―
二
・
十
四
―
四
―
三
を
担
当
）

萩
野
樹
里
・
春
山
さ
く
ら
・
郭
婉
悦
・
竜
見
宙
夢
・
田
邉
智
大
（
二
年
次
生
）

Ｇ
（
№
十
四
―
四
―
四
・
十
四
―
四
―
五
・
十
四
―
四
―
六
を
担
当
）

寺
福
智
哉
・
戸
ヶ
崎
太
郎
・
春
山
桃
那
・
古
畑
花
音
・
富
岡
駿
（
二
年
次
生
）

Ｈ
（
№
十
四
―
五
―
一
・
十
四
―
五
―
二
・
十
四
―
五
―
三
を
担
当
）

本
田
匠
・
眞
下
小
太
郎
・
増
田
恒
希
・
松
本
隆
希
・
峰
弦
汰
（
二
年
次
生
）

Ｉ
（
№
十
四
―
五
―
四
）

松
﨑
絢
音
・
宮
本
涼
花
・
吉
川
慧
星
・
金
子
駿
太
・
髙
橋
杏
（
二
年
次
生
）

Ｊ
（
№
十
四
―
五
―
五
・
十
四
―
五
―
六
・
十
四
―
五
―
七
）

桒
山
瀬
凪
・
後
藤
惣
一
郎
・
田
辺
謙
心
・
阿
部
翔
大
・
野
本
一
輝
・
片
桐
航
太

（
二
年
次
生
）

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
全
て
学
生
の
翻
刻
を
元
に
筆
者
が
訂
正
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

― 184 ―



研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

九

御
承
引
可
被
下
候
、

早
々
賀
儀
御
都
合
次
第

御
急
キ
御
入
来
可
被
下
候
、

先
者
右
之
段
申
上
度

■（
取
込
、ま
た
は
御
取
込
ヵ
）

■
、
早
々
、

　

九
月
十
三
日　
　

會
津
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
助

　
　

吉
見
や

　
　
　

利
兵
衛
様

一
四
―
二
―
一
六　

覚　
（
縦
16.0
×
横
54.0
㎝
）

「
板（
封
上
書
）

ば
し
宿　
　
　
　

か
う
の
す
宿
「

　
　

伊
勢
孫
様　
　
　
　
　

萬
屋　

清
兵
衛

■（
十
一
）■

月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　

覚

未
正
月
廿
九
日
貸
出

一
、
醤
油
上
万
印

　
　
　
　
　

拾
五
樽

　
　

■
々
四
樽

　
　
　

代
金
〆
三
両
三
分

未
三
月
廿
一
日
貸
出

一
、
同　

八
樽

右
申
上
度
、
早
々
取
急
キ

用
事
而
已
早
々
、
以
上
、

尚
々
御
隣
元
様
方
江
も

早
々
御
伝
言
可
被
下
候
、

又
々
申
上
候
、
先
々
出
申
候
方

壱
歩
銀
者
是
迄
之
通
り
ニ

御
座
候
、
ど
る
の
方
計
り
直
下
ケ

の
よ
し
ニ

御
さ
候
、

　
　

七
月
廿
日

一
四
―
二
―
一
五　
〔
捨
て
物
・
虫
附
に
つ
き
書
状
〕（
縦
16.0
×
横
39.4
㎝
）

「
九（
封
上
書
）

月
十
三
日　
　
　
　
　

会
津
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自

　
　
　

吉か
う
の
す

見
屋
利
兵
衛
様　
　
　
　
　

浦
和
宿　
　

※
封
に
「
武
州
・
浦
和
」
の
印

　
　
　
　
　
　
　
　

足
下　
　
　
　
　
　
　
　

」　　

あ
り

前
文
御
用
捨
可
被
下
候
、

然
ハ
先
日
板
は
し
宿
ゟ

飛
脚
帰
宅
仕
候
所
、

す
て
物
○
印
若
御
望
候

間
、
御
安
心
可
被
成
候
、
且
又

右
之
預
り
之
書
附
私
方
江

慥
ニ
預
り
置
申
候
間
、
左
様

研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

八

　

米
〆
三
石
七
斗
弐
升

　

此
代

　
　

銭
弐
十
七
貫
百
六
十

惣
〆
六
十
五
貫

　
　
　

六
十
五
貫

一
四
―
二
―
一
四〔
金
吹
替
お
よ
び
金
銀
換
金
率
変
更
に
つ
き
書
状
〕（
縦
16.0
×
横
62.4
㎝
）

（
封
上
書
）

「
板
ば
し　
　
　
　
　
　
　

本
郷

　

伊
勢
屋
孫
兵
衛
様　
　
　
　

ゟ

　
　
　
　

無
事
急
用
候　
　
　
　
　

」　

鳥
渡
奉
申
上
候
、
残
暑
強
く

御
座
候
へ
と
も
、
皆
々
様
御
揃

御
壮
栄
奉
寿
慶
候
、
然
者
、

昨
夜
内
ニ々

而
両
替
屋
ゟ
為
知

参
り
候
ニ

者
、
此
度
御
吹
出
し
ニ

相
成
申
候
ド
ル
之
方
、
壱
歩
銀
計

多
分
、
今
日
よ
り
弐
朱
之

通
用
ニ

相
成
申
候
由
ニ

御
さ
候
間
、

此
段
御
承
知
ニ

も
御
出
被
成
候
哉
、

鳥
渡
御
し
ら
せ
申
上
候
、
若

御
承
知
無
之
候
ハ
ヽ
、
成
丈
ケ

御
早
く
御
遣
ひ
可
被
成
候
、
先
ハ

〔
凡
例
〕

・・
欠
損
な
ど
に
よ
り
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
示
し
、
字
数
も
不
明
だ
っ
た

場
合
は
﹇　
　

﹈
で
明
示
し
た
。

・・
文
字
の
存
在
を
確
認
で
き
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
■
で
示
し
た
。
ま

た
、
文
字
の
確
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
私
見
を
示
す
場
合
は
（
＊
カ
）
と
し
た
。

・・
重
ね
書
き
に
つ
い
て
は
、〔　
　

〕
で
明
記
し
た
。

・・
印
・
割
印
や
朱
文
字
な
ど
の
注
は
（　
　

）
で
明
記
し
た
。

・・
法
量
（
縦
×
横
の
長
さ
）
を
計
測
し
た
史
料
は
、
各
史
料
名
の
下
に
明
記
し
た
。

（
二
）史
料
紹
介

一
四
―
一
―
六
〔
人
数
代
銭
覚
〕（
縦
14.1
×
横
24.0
㎝
）

　
　
　

五
十
六
人
■
■

　

人
数
百
五
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
十
七
貫

　

〆
十
貫
弐
十
五
文　

泊
り　

百
六
十
■

人
数　
　

壱
石
壱
斗
弐
升　

泊
り

　

惣
〆　
　
　
　
　
　
　
　

泊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
貫
六
百

　
　
　

三
十
五
文　

九
月
六
日
■よ
り　

十
月
十
九
日
迄

人
数

　
　

惣
〆
五
百
弐
十
五
人

　

此
代
銭
三
十
五
貫
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九

御
承
引
可
被
下
候
、

早
々
賀
儀
御
都
合
次
第

御
急
キ
御
入
来
可
被
下
候
、

先
者
右
之
段
申
上
度

■（
取
込
、ま
た
は
御
取
込
ヵ
）

■
、
早
々
、

　

九
月
十
三
日　
　

會
津
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
助

　
　

吉
見
や

　
　
　

利
兵
衛
様

一
四
―
二
―
一
六　

覚　
（
縦
16.0
×
横
54.0
㎝
）

「
板（
封
上
書
）

ば
し
宿　
　
　
　

か
う
の
す
宿
「

　
　

伊
勢
孫
様　
　
　
　
　

萬
屋　

清
兵
衛

■（
十
一
）■

月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　

覚

未
正
月
廿
九
日
貸
出

一
、
醤
油
上
万
印

　
　
　
　
　

拾
五
樽

　
　

■
々
四
樽

　
　
　

代
金
〆
三
両
三
分

未
三
月
廿
一
日
貸
出

一
、
同　

八
樽

右
申
上
度
、
早
々
取
急
キ

用
事
而
已
早
々
、
以
上
、

尚
々
御
隣
元
様
方
江
も

早
々
御
伝
言
可
被
下
候
、

又
々
申
上
候
、
先
々
出
申
候
方

壱
歩
銀
者
是
迄
之
通
り
ニ

御
座
候
、
ど
る
の
方
計
り
直
下
ケ

の
よ
し
ニ

御
さ
候
、

　
　

七
月
廿
日

一
四
―
二
―
一
五　
〔
捨
て
物
・
虫
附
に
つ
き
書
状
〕（
縦
16.0
×
横
39.4
㎝
）

「
九（
封
上
書
）

月
十
三
日　
　
　
　
　

会
津
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自

　
　
　

吉か
う
の
す

見
屋
利
兵
衛
様　
　
　
　
　

浦
和
宿　
　

※
封
に
「
武
州
・
浦
和
」
の
印

　
　
　
　
　
　
　
　

足
下　
　
　
　
　
　
　
　

」　　

あ
り

前
文
御
用
捨
可
被
下
候
、

然
ハ
先
日
板
は
し
宿
ゟ

飛
脚
帰
宅
仕
候
所
、

す
て
物
○
印
若
御
望
候

間
、
御
安
心
可
被
成
候
、
且
又

右
之
預
り
之
書
附
私
方
江

慥
ニ
預
り
置
申
候
間
、
左
様
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十
一

一　

松
六
本　

壱
束

一　

下
身
板　

三
坪
程

一　

半
ま
い　

九
人
前

一　

釘　
　
　

五
百
四
十
文

此
金
高

　
　

〆
金
三
両
弐
朱
余

是
ハ
増
金
と
致
候
、

　

大
工
喜
三
郎
江

遣
候
、

一
四
―
三
―
一　
　

覚

（
一
紙
目　

縦
16.2
×
横
67.4
㎝
、
二
紙
目　

縦
16.2
×
横
30.1
㎝
、
三
紙
目　

縦
16.0
×
横
4.4
㎝
）

　
　
　
　
　

覚

四
月
廿
九
日

一
、
五
枚　
　

杉
弐
間

　
　
　
　
　
　

七
寸
板
割

　
　
　

代　

拾
壱
匁
五
分　

一同
、
九
丁　
　

大
貫

　
　
　
　
　
　

弐
ば
ん

　
　
　

代　

十
三
匁
五
分

一同
、
九
束　
　

小
割

　
　
　

代　

四
匁
五
分

一同
、
三
坪　
　

板
四
分
尺

　
　
　

代　

拾
五
匁

一
四
―
二
―
一
九　

覚　
（
縦
14.4
×
横
19.0
㎝
）

　
　
　
　

覚

　

四
一

一
、
米
三
石

　
　
　

代
金　

弐
両
三
分
弐
朱

　
　
　
　
　
　
　

三
百
四
十
一
文

　
　
　
　

上
■（
舟
ヵ
）■

ち
ん　

四
百
廿
四
文

　
　

〆
金
弐
両
三
分
弐
朱

　
　
　
　
　

七
百
六
十
五
文

　
　

右
之
通
り
慥
ニ
受
取
申
候
、

　
　
　

十
一
月
廿
三
日　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
介
（
印
）

　
　
　

い
せ
や

　
　
　
　
　

孫
兵
衛
様

 

※
印
文
に
「
山
二
」
の
屋
号
、「
武
州
鳩
ヶ
谷
宿
」
の
文
字
が
見
え
る
。

一
四
―
二
―
二
〇　
　

覚　
（
縦
24.8
×
横
33.4
㎝
）

　
　
　

覚

一　

杉
板
割　

壱
枚

一　

大
貫　
　

四
丁

一　

小
割　
　

参
本

一　

松
六
分
板　

弐
枚

一　

六
尺
敷
木　

壱
丁
半

研
究
論
集
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（2022
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十

　
　
　

代
金
弐
両
三
分
弐
朱
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
十
一
文

　
　

〆
金
八
両
弐
分
弐
朱
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

八
壱
百
六
文

　
　
　

壱
貫
三
百
廿
四
文　

上
半
入

　
　

右
通
り
慥
ニ
受
取
申
候
、

　
　
　

十
一
月
十
八
日　
　
　

こ
く
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
兵
衛
（

（
印
文「
武
州
鳩
ヶ
谷
　
穀
五
」）

印
）

　
　
　
　
　

い
せ
屋

　
　
　
　
　
　

孫
兵
衛
様　

一
四
―
二
―
一
八　

覚　
（
縦
14.5
×
横
19.8
㎝
）

　
　
　
　

覚

　

四
一
五

　

一
、
米
三
石

　
　

代
金　

弐
両
三
百
弐
朱
ト

　
　
　
　
　

百
九
十
文

　

駄
ち
ん　

四
百
十
六
文

右
之
通
り
受
取
申
候
、

　

十
一
月
廿
三
日　
　
　

平
六
（
印
）

　
　
　

孫
兵
衛
様

 

※
印
文
に
「
山
平
」
の
屋
号
、「
武
州
」
の
文
字
が
見
え
る
。

　
　
　

同

　
　
　
　

〆　

金
弐
両
也

　
　

二
同

　
　
　
　

〆
金
五
両
三
分

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

内
金
弐
両
受
取

　
　
　
　
　

内
金
弐
両
受
取

　
　

差
引

　
　
　

〆　

壱
両
三
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
足

　

右
之
内
ニ
而
、
何
（
河
）岸

場
入
用
御
引
被
下
、

　

残
金
此
者
ニ
御
遣
し
候
、
可
被
下
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　

鴻
巣
宿

十
一
月　
　
　
　
　
　

萬
屋
清
兵
衛
（
印
）

　
　

十
五
日

一
四
―
二
―
一
七　

覚　
（
縦
15.9
×
横
22.5
㎝
）

　
　
　

覚

四
一

一
、
米
六
石

　
　
　

代
金
五
両
三
分

四
一
五

一
、
米
三
石
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十
一

一　

松
六
本　

壱
束

一　

下
身
板　

三
坪
程

一　

半
ま
い　

九
人
前

一　

釘　
　
　

五
百
四
十
文

此
金
高

　
　

〆
金
三
両
弐
朱
余

是
ハ
増
金
と
致
候
、

　

大
工
喜
三
郎
江

遣
候
、

一
四
―
三
―
一　
　

覚

（
一
紙
目　

縦
16.2
×
横
67.4
㎝
、
二
紙
目　

縦
16.2
×
横
30.1
㎝
、
三
紙
目　

縦
16.0
×
横
4.4
㎝
）

　
　
　
　
　

覚

四
月
廿
九
日

一
、
五
枚　
　

杉
弐
間

　
　
　
　
　
　

七
寸
板
割

　
　
　

代　

拾
壱
匁
五
分　

一同
、
九
丁　
　

大
貫

　
　
　
　
　
　

弐
ば
ん

　
　
　

代　

十
三
匁
五
分

一同
、
九
束　
　

小
割

　
　
　

代　

四
匁
五
分

一同
、
三
坪　
　

板
四
分
尺

　
　
　

代　

拾
五
匁

一
四
―
二
―
一
九　

覚　
（
縦
14.4
×
横
19.0
㎝
）

　
　
　
　

覚

　

四
一

一
、
米
三
石

　
　
　

代
金　

弐
両
三
分
弐
朱

　
　
　
　
　
　
　

三
百
四
十
一
文

　
　
　
　

上
■（
舟
ヵ
）■

ち
ん　

四
百
廿
四
文

　
　

〆
金
弐
両
三
分
弐
朱

　
　
　
　
　

七
百
六
十
五
文

　
　

右
之
通
り
慥
ニ
受
取
申
候
、

　
　
　

十
一
月
廿
三
日　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
介
（
印
）

　
　
　

い
せ
や

　
　
　
　
　

孫
兵
衛
様

 

※
印
文
に
「
山
二
」
の
屋
号
、「
武
州
鳩
ヶ
谷
宿
」
の
文
字
が
見
え
る
。

一
四
―
二
―
二
〇　
　

覚　
（
縦
24.8
×
横
33.4
㎝
）

　
　
　

覚

一　

杉
板
割　

壱
枚

一　

大
貫　
　

四
丁

一　

小
割　
　

参
本

一　

松
六
分
板　

弐
枚

一　

六
尺
敷
木　

壱
丁
半
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研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
三

　
　
　
　
　

留

廿
四
日

一
、
弐
人　

吉
・

　
　
　
　
　

安

廿
九
日

一　

弐
人　

同
人

四
月

一
日

一
、
壱
人　

吉
・　

半
人
ツ
ヽ

　
　
　
　
　

安　
　

五
日

一
、
弐
人　

同
人

六
日

一
、
壱
人
半　

同
人

七
日

一
、
壱
人　
　

吉

八
日

一
、
壱
人　
　

吉

〆
拾
四
人

此
金
弐
分
弐
朱
ト

　
　
　
　

四
匁
五
分

右
之
通
り　

　
　
　

慥
ニ

受
取
申
候
、

一
四
―
三
―
二　
　

覚　
（
縦
16.0
×
横
31.0
㎝
）

　
　
　

覚

四
月
九
日

一
、
金
壱
両
弍
分
ト　

曲
六
柄

　
　
　

四
匁
七
分
四
厘

入
三
貫
四
百
文

　
　

此
銀
三
十
匁
四
分
四
リ

一同
、
金
壱
（
印
）両

壱
朱
ト

　
　
　
　
　
　
　

六
十
弐
文

右
之
通
り
慥
ニ
（
印
）請

取
候　

以
上
、

酉　
　
　
　
　

井
筒
や

五
月
廿
五
日　
　

善
五
郎
（
印
）

伊
勢
や
孫
兵
衛
様

一
四
―
三
―
三　
　

覚　
（
縦
15.7
×
横
54.8
㎝
）

　
　
　
　

覚

三
月
〔
■
〕

十
二
日　

は
じ
め

一
、
壱
人　

吉

十
五
日

一
、
半
〔
■
〕人　

吉

十
四
八
日

一
、
弐
人　

吉
・

研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
二

一同
、
拾
本　
　
　

上
小
割

　
　
　

代　

五
匁
五
分

一同
、
壱
坪　
　
　

松
六
分
板

　
　
　
　
　
　
　

尺
小
ふ
し

　
　
　

代　

六
匁

一同
、
壱
束　
　
　

松
弐
間

　
　
　
　
　
　
　

六
本

　
　
　

代　

四
匁
六
分

一同
、
弐
本　
　
　

松
丸
太

　
　
　
　
　
　
　

弐
り
三
寸

　
　
　

代　

三
匁

一同
、
因
炭
弐
俵

　
　
　

代　

七
匁

　
　

惣
合　

　
　

〆
為
金
壱
両
参
分
ト

　
　
　
　
　
　
　

七
匁
三
分

廿
九
■（
五
ヵ
）■

分
炭
代
引

　

〆
（
印
）全

壱
両
壱
分
ト　

受
取
（
印
）

　
　
　
　
　

六
匁
弐
分

右
之
通
り　
　
　
　
　

代
兵
衛
（
印
）

　

子
六
月　
　
　

植
野
屋

　
　
　

十
五
日　
　
　

乙
五
郎

　

い
せ
屋
孫
兵
衛
様

一同

三

卅

、
拾
枚　
　

松
六
分
尺

　
　
　
　
　
　

九
寸
十
貫

　
　
　

代　

八
匁
七
分

一同
、
弐
枚　
　

同
六
分
尺

　
　
　

代　

弐
匁

一同
、
三
丁　
　

同
壱
間

　
　
　
　
　
　

敷
居

　
　
　

代　

三
匁
六
分

一同
、
因
炭
六
俵

　
　
　

代　

弐
十
弐
匁
五
分

　
　

惣

　
　
　

〆
為
金
壱
両
壱
分
ト

　
　
　
　
　
　

六
匁
三
分

六
月
七
日

一
、
壱
丁　
　
　

松
弐
間

　
　
　
　
　
　
　

し
き
へ

　

極
上
々

　
　
　

代　

三
匁
四
分

一同
、
壱
丁　
　
　

大
貫

　
　
　
　
　
　
　

壱
ば
ん

　
　
　
　
　
　
　

赤
身

　
　
　

代　

壱
匁
八
分
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研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
三

　
　
　
　
　

留

廿
四
日

一
、
弐
人　

吉
・

　
　
　
　
　

安

廿
九
日

一　

弐
人　

同
人

四
月

一
日

一
、
壱
人　

吉
・　

半
人
ツ
ヽ

　
　
　
　
　

安　
　

五
日

一
、
弐
人　

同
人

六
日

一
、
壱
人
半　

同
人

七
日

一
、
壱
人　
　

吉

八
日

一
、
壱
人　
　

吉

〆
拾
四
人

此
金
弐
分
弐
朱
ト

　
　
　
　

四
匁
五
分

右
之
通
り　

　
　
　

慥
ニ

受
取
申
候
、

一
四
―
三
―
二　
　

覚　
（
縦
16.0
×
横
31.0
㎝
）

　
　
　

覚

四
月
九
日

一
、
金
壱
両
弍
分
ト　

曲
六
柄

　
　
　

四
匁
七
分
四
厘

入
三
貫
四
百
文

　
　

此
銀
三
十
匁
四
分
四
リ

一同
、
金
壱
（
印
）両

壱
朱
ト

　
　
　
　
　
　
　

六
十
弐
文

右
之
通
り
慥
ニ
（
印
）請

取
候　

以
上
、

酉　
　
　
　
　

井
筒
や

五
月
廿
五
日　
　

善
五
郎
（
印
）

伊
勢
や
孫
兵
衛
様

一
四
―
三
―
三　
　

覚　
（
縦
15.7
×
横
54.8
㎝
）

　
　
　
　

覚

三
月
〔
■
〕

十
二
日　

は
じ
め

一
、
壱
人　

吉

十
五
日

一
、
半
〔
■
〕人　

吉

十
四
八
日

一
、
弐
人　

吉
・
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研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
五

一
四
―
三
―
七　
　

覚　
（
縦
16.0
×
横
47.8
㎝
）

　
　
　

覚

一
、
左
官　

庭
（
壁
ヵ
）

　

弐
人

五
月
十
五
日　

一
、
同　
　
　
　

半
人

一
、
手
伝　
　
　

半
人

廿
一
日

一
、
左
官　

庭
（
壁
ヵ
）半

人

廿
四
日

一
、
同　
　

庭
（
壁
ヵ
）弐

人

六
日
三
日

一
、
同　
　
　
　

半
人

十
日

一
、
同　
　
　
　

弐
人

同一
、
手
伝　
　
　

壱
人
半

廿
六
日

一
、
左
官　

庭
（
壁
ヵ
）弐

人

廿
七
日

一
、
同　
　
　
　

壱
人

廿
八
日

一
、
同　
　
　
　

弐
人
半

同

引
〆
残
り

金（
印
）弍

朱
ト

　
　
　
　
　

二
百
廿
四
文

右
之
通
慥
ニ

受（
印
）取

候
、

七
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　

亀
吉
（
印
）

い
せ
や
様

一
四
―
三
―
六　
　

覚　
（
縦
15.9
×
横
33.0
㎝
）

　
　
　
　

覚

一
、
人
手
間
八
人

　

代
壱
両
（
印
）弐

朱
ト

　
　
　
　
　
　

壱
匁
五
分

　

右
之
通
（
印
）り

慥
ニ
受
取
申
候
、

　
　
　
　
　
　

大
工

　
　
　
　
　
　
　

喜
三
郎
（
印
）

子
七
月
十
四
日

　

い
せ
や
孫
兵
衛
様

　

外
ニ

一
、
壱
丁　
　
　

松
九
尺

　
　
　

ふ
し
な
し　
　

し
き
へ

代
三
匁

研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
四

一
、
惣
〆
金
弐
両
ト
二
分

一
、
内
金
壱
両　
　
　

か
り

　
　月

〆
金 

三
（
×
■
■
）三
分

分 

ト
弐
分
残
り

右
之
道
（
通
）り

　
　
　

慥
ニ
受
取
申
候
、

二
月
朔
日

　
　

い
せ
孫
様

　
　
　

大
工
留
五
郎

一
四
―
三
―
五　
　

覚　
（
縦
16.2
×
横
42.9
㎝
）

　
　
　
　
　

覚

一
、
四
拾
壱
匁
七
分
五
り

　
　
　
　
　
　
　

右
通
り
十
一
貫

一
、
拾
二
匁　
　

手
間
四
人

一
、
壱
匁　
　
　

ふ
に
も

　
　
　
　
　
　
　

黒
か
み
代

〆
五
拾
四
匁
七
分
五
り

此
金
三
両
二
朱
ト

　
　
　
　
　

廿
四
文

内
三
両
受
取
候
、

吉　

四
月　
　
　

大
工
喜
三
郎
（
印
）

　
　
　

十
日

い
せ
や
孫
兵
衛
様

一
四
―
三
―
四　
　

覚　
（
縦
16.5
×
横
62.7
㎝
）

　
　
　
　
　
　

覚

二
月
四
日

一
、
大
工
手
間　

四
匁
弐
分
割　

弐
人

一
、
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
人

一
、
五
日　
　
　
　

ま
わ
た
し　

壱
人

一　

六
日　
　
　

五
匁
五
分
割　

弐
人

一
、
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人

一
、
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人

一
、
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
半

一
、
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

半
人

一
、
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

半
人

一
、
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人

一
、
せ
つ
い
ん
は
こ　
　
　
　
　

半
人

一　

内
の
り　

四
匁
弐
分
割　
　

弐
人
半

〆
大
工
手
間
拾
六
人

　
　
　
　
　

此
代
八
拾
目
弐
分

一
、
金
■
（
壱
）分

弐
朱
ト
弐
匁
五
分

　
　
　
　
　
　
　

こ
し
か
け
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研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
五

一
四
―
三
―
七　
　

覚　
（
縦
16.0
×
横
47.8
㎝
）

　
　
　

覚

一
、
左
官　

庭
（
壁
ヵ
）

　

弐
人

五
月
十
五
日　

一
、
同　
　
　
　

半
人

一
、
手
伝　
　
　

半
人

廿
一
日

一
、
左
官　

庭
（
壁
ヵ
）半

人

廿
四
日

一
、
同　
　

庭
（
壁
ヵ
）弐

人

六
日
三
日

一
、
同　
　
　
　

半
人

十
日

一
、
同　
　
　
　

弐
人

同一
、
手
伝　
　
　

壱
人
半

廿
六
日

一
、
左
官　

庭
（
壁
ヵ
）弐

人

廿
七
日

一
、
同　
　
　
　

壱
人

廿
八
日

一
、
同　
　
　
　

弐
人
半

同

引
〆
残
り

金（
印
）弍

朱
ト

　
　
　
　
　

二
百
廿
四
文

右
之
通
慥
ニ

受（
印
）取

候
、

七
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　

亀
吉
（
印
）

い
せ
や
様

一
四
―
三
―
六　
　

覚　
（
縦
15.9
×
横
33.0
㎝
）

　
　
　
　

覚

一
、
人
手
間
八
人

　

代
壱
両
（
印
）弐

朱
ト

　
　
　
　
　
　

壱
匁
五
分

　

右
之
通
（
印
）り

慥
ニ
受
取
申
候
、

　
　
　
　
　
　

大
工

　
　
　
　
　
　
　

喜
三
郎
（
印
）

子
七
月
十
四
日

　

い
せ
や
孫
兵
衛
様

　

外
ニ

一
、
壱
丁　
　
　

松
九
尺

　
　
　

ふ
し
な
し　
　

し
き
へ

代
三
匁
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研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
七

一
四
―
五
―
一　
　

覚　
（
縦
24.3
×
33.6
㎝
）

　
　
　
　
　

覚

一
、
白
米
四
両
三
分
弐
朱
ト

　
　
　

外
ニ
又
弐
朱

一
、
金（
印
）壱

分
ト

　
　
　
　

七
百
文　

時
か
し

一
、
四
百
文　
　
　

時
か
し

一
、
弐
百
文　
　
　

時
か
し

一
、
壱
貫
九
百
三
十
文　

損
料
代

一
、
百
八
十
四
文　
　
　
　

た
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ん
り
ゃ
ふ

惣
不

〆
金
五
両
壱
分
ト

　
　
　

三
貫
四
百
十
八
文

右
之
通
、
諸
勘
定
不
残（
印
）慥

請
取

申
候
、
以
上
、　　
　
　

い
ち
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
左（
印
）衛

門

辰
　

十
月
廿
日　
　
　

い
せ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
兵
衛
様

※
印
文
に
「
伊
勢
屋
」
の
文
字
が
見
え
る
。

一
四
―
四
―
四　
　

覚　
（
縦
24.5
×
横
11.0
㎝
）

　
　

覺

一
、
壱
貫（
印
）文

右
者
、
當
酉

七
月
ゟ
同
十
二
月
迄
、
代
役
銀
慥
受
取

申
候
、
以
上
、　　
　
　
　
　
　
　

問
屋　
　
　
　

　
　
　
　

七
月
十
四
日　
　
　
　
　

新
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
兵
衛

一
四
―
四
―
五　
　

覚　
（
縦
24.2
×
横
10.0
㎝
）

　
　
　
　

覚

一
、
灰　
　
　
　
　
　

六
俵

　
　

右
者
、
此
者
ニ
御
遣
し
可
被
下
候
、
以
上
、

八
月
廿
三
日　
　

板
ば
し

　

丹
波
屋　
　
　
　
　

い
せ
屋
孫
兵
衛
（
印
）　

　
　
　

小
兵
衛

一
四
―
四
―
六　
　
〔
一
ツ
橋
屋
敷
内
高
野
殿
小
頭
覚
〕（
縦
24.9
×
横
10.7
㎝
）

　
　

一
ツ
橋
屋
敷
内

　
　
　

高
野
殿

　
　
　
　

小
頭

　
　
　
　
　

土
井
嘉
吉

　
　
　
　
　

山
田
久
吉

研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
六

一
四
―
四
―
二　
　

覚　
（
縦
24.0
×
横
8.5
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　

一（
印
）、　

五
分
弐
り

　

右
者
当
酉
年
御
伝
馬
役
金
慥
（
印
）ニ

請
取
申
候
、
い
上
、

　
　
　
　

酉
十
二
月
丗
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

六
右
衛
門
代

　
　
　
　
　
　
　
　

孫
〔
■
〕兵

衛
殿

一
四
―
四
―
三　
　

送
状
之
事　
（
縦
24.0
×
横
20.9
㎝
）

　
　
　
　

送
状
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
善
太
郎
始

　

一
、「（
印
）

十　

糯
米　

弐
俵　

四
斗
入

　

一
、「（
印
）

十　

■
（
枕
ヵ
）割　

四
〆　

五
斗
入

　
　
　
　
　
　
　

茂
呂
村　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
屋
傳
七
殿
出

　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
ん
壱
貫
弐
百
問
御
払
申
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）

　

右
之
通
差
送
り
十
九
■
着
、
御
改
受
取
可
置
、

　

申　
　
　
　
　
　

小
■
■

　

極
月
六
日　
　
　
　

上
州
や
伝
兵
衛
（
印
）

　
　
　

板
橋

　
　
　
　

伊
勢
や
孫
兵
衛
殿

一
、
手
伝　
　
　

壱
人

〆　
　

左
官

　
　
　
　
　
　

拾
三
人

　
　
　

手
伝　

三
人

　

手
間
代

　
　

五
拾
四
匁
六
分

　
　
　
　

九
百
文

金
壱
両
ト　

　
　

三
百
三
拾
弐
文

右
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
官

松
五
郎

一
四
―
四
―
一　
　

覚　
（
縦
24.3
×
横
10.2
㎝
）

　
　
　

覚

一
、
金
弐
分
ト　

炭
代
■
（
金
ヵ
）

　
　
　
　

六
百
■

右
之
通
慥
ニ
受
取
申
候
也
、

　

子
三
月
二
日　
　
　

植
の
や

　
　
　
　
　

い
せ
や
孫
兵
殿
■
■（

印
）

 

※
印
文
に
「
戸
田
」「
川
」
の
文
字
が
見
え
る
。
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研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
七

一
四
―
五
―
一　
　

覚　
（
縦
24.3
×
33.6
㎝
）

　
　
　
　
　

覚

一
、
白
米
四
両
三
分
弐
朱
ト

　
　
　

外
ニ
又
弐
朱

一
、
金（
印
）壱

分
ト

　
　
　
　

七
百
文　

時
か
し

一
、
四
百
文　
　
　

時
か
し

一
、
弐
百
文　
　
　

時
か
し

一
、
壱
貫
九
百
三
十
文　

損
料
代

一
、
百
八
十
四
文　
　
　
　

た
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ん
り
ゃ
ふ

惣
不

〆
金
五
両
壱
分
ト

　
　
　

三
貫
四
百
十
八
文

右
之
通
、
諸
勘
定
不
残（
印
）慥

請
取

申
候
、
以
上
、　　
　
　

い
ち
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
左（
印
）衛

門

辰
　

十
月
廿
日　
　
　

い
せ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
兵
衛
様

※
印
文
に
「
伊
勢
屋
」
の
文
字
が
見
え
る
。

一
四
―
四
―
四　
　

覚　
（
縦
24.5
×
横
11.0
㎝
）

　
　

覺

一
、
壱
貫（
印
）文

右
者
、
當
酉

七
月
ゟ
同
十
二
月
迄
、
代
役
銀
慥
受
取

申
候
、
以
上
、　　
　
　
　
　
　
　

問
屋　
　
　
　

　
　
　
　

七
月
十
四
日　
　
　
　
　

新
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
兵
衛

一
四
―
四
―
五　
　

覚　
（
縦
24.2
×
横
10.0
㎝
）

　
　
　
　

覚

一
、
灰　
　
　
　
　
　

六
俵

　
　

右
者
、
此
者
ニ
御
遣
し
可
被
下
候
、
以
上
、

八
月
廿
三
日　
　

板
ば
し

　

丹
波
屋　
　
　
　
　

い
せ
屋
孫
兵
衛
（
印
）　

　
　
　

小
兵
衛

一
四
―
四
―
六　
　
〔
一
ツ
橋
屋
敷
内
高
野
殿
小
頭
覚
〕（
縦
24.9
×
横
10.7
㎝
）

　
　

一
ツ
橋
屋
敷
内

　
　
　

高
野
殿

　
　
　
　

小
頭

　
　
　
　
　

土
井
嘉
吉

　
　
　
　
　

山
田
久
吉
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研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
九

〔
謝
辞
〕今
回
の
授
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
た
い
へ
ん
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
板
橋
区
郷
土
資
料
館
の
河
野
彩
里
氏
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
皆

様
、
板
橋
区
公
文
書
館
の
皆
様
、
そ
し
て
学
生
個
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
お
世

話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
と
関
係
者
各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
板
橋
区
公
文
書
館
の
西
光
三
氏
、
鈴
木
雅
晴
氏
に
は
、
翻
刻
作
業
に
て
多

く
の
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
） 

拙
稿
「
志
村
延
命
寺
・
前
野
町
東
熊
野
神
社
・
志
村
熊
野
神
社
の
石
造
物
調
査
―
板

橋
区
志
村
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
の
実
践
例
―
」（『
淑
徳
大
学　

人
文
学
部　

研
究
論
集
』
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
）、
拙
稿
「
板
橋
宿
の
研
究
動
向
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
の
実
践
例
」（
同
前
第
四
号
、
二
〇
一
九
年
）を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
２
） 

拙
稿
「
板
橋
宿
『
伊
勢
孫
文
書
』
の
調
査
報
告
と
史
料
紹
介
―
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

授
業
の
実
践
例
―
」『
淑
徳
大
学　

人
文
学
部　

研
究
論
集
』
５
号
、
二
〇
二
〇
年

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
） 

板
橋
宿
お
よ
び
「
伊
勢
孫
文
書
」
に
つ
い
て
は
、『
板
橋
区
史　

通
史
編　

上
巻
』

（
板
橋
区
、
一
九
九
八
年
）、
板
橋
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
編
『
文
化

財
シ
リ
ー
ズ
第
九
八
集
、
板
橋
宿
の
歴
史
と
史
料
―
宿
場
の
街
並
み
と
文
化
財
―
』

（
板
橋
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）、『
板
橋
区
史　

資
料
編
五　

民
俗
』（
板
橋

区
、
一
九
九
七
年
）、
拙
稿
前
掲
注
（
２
）
に
詳
し
い
。

（
４
） 

拙
稿
「
板
橋
宿
の
歴
史
を
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
践
例
―
二
〇
二
〇
コ
ロ
ナ
禍

で
の
大
学
教
育
の
記
録
―
」（『
淑
徳
大
学　

人
文
学
部　

研
究
論
集
』
第
六
号
、

二
〇
二
一
年
）。

一
四
―
五
―
六　
　
〔
御
守
・
金
入
な
ど
遺
失
物
に
つ
き
覚
〕（
縦
24.7
×
横
9.0
㎝
）

一
、
嶋
天
の
守
入　
　
　
　

金
入　

一
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
■
類
之
儀
者

四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
知
不
申
候
、

板
橋

い
せ
孫
殿　
　
　
　
　

上
サ
九
十
九
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
生
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
松

一
四
―
五
―
七　
　

覚
（
縦
24.7
×
横
16.6
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　

覚

尾
州
様
御
泊
り

御
壱
人
分
ニ
付　
　
　
　
　
　

但
シ

　
　
　
　
　

米
八
合
ニ

金
壱
朱
づ
　ゝ
　
　

両
ニ
弐
斗
三
升
五
合
か
い

　

〆
拾
人
様
分
米
代
拾
九
匁
六
分

　
　
　

此
金
壱
歩
壱
朱
ト

　
　
　
　
　
　

弐
百
拾
七
文

弐
口
〆
金
三
■
（
分
ヵ
）三

朱
ト

　
　
　
　
　

弐
百
拾
七
文

　

右
之
通
り
慥
ニ
御
渡
申
候
、
以
上
、

四
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
屋
よ
り

　
　

孫
兵
衛
殿

研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
八

可
被
下
候
、
乍
御
セ
話
濱
川
藤
田
屋
出

し
の
り
共
ニ

、
一
國
ニ

而
岡
づ
け
ニ
而

御
送
り
被
成
可
被
下
候
、
何
卒
申
兼
候
得
共
、

濱
川
へ

の
御
状
御
持
参
之
上
、
右
之

の
り
持
来
り菜
種
共
ニ

、
早
々
御
送
り
可
被
下
候
様
、

奉
頼
入
候
、
弥
入
申
候
、
以
上
、

　

二
月
十
九
日　

上
州
茂
呂
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
伝
七

　

板
橋
宿

　
　

伊
勢
屋
孫
兵
衛
様

一
四
―
五
―
五　
　

覚　
（
縦
27.3
×
18.9
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　

覚

一
、
弐

拾
九
匁　
　
　
　
　
　

杉
六
分
尺
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
弐
匁
ツ
　ヽ

拾
四
枚
半

一
、
三
拾
匁　
　
　
　
　
　
　

五
人
手
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
六
匁

〆
五
拾
九
匁

　

右
之
通
り　
　
　
　
　
　
　

膳
箱　
　
　

二
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
ん　

同　

二
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
う
子
同　

一
ツ

四
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　

さ
ら　

同　

一
ツ

一
四
―
五
―
二　
　

覚　
（
縦
24.3
×
横
32.0
㎝
）

　
　
　
　
　
　

覺

一
、
金
弐
分
■　
　

米
代
内
金

右
通
慥
ニ

受
（
印
）取

申
候
、

酉
ノ
十
二
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ち
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
七
（
印
）

伊
勢
屋
孫
兵
衛
様　
　
　
　

代
米　

蔵

一
四
―
五
―
三　
　

覚　
（
縦
24.8
×
横
17.8
㎝
）

　
　
　
　
　
　

覚

一
、
金
壱
両
ト
三
百
十
九
文

一
、
五
十
弐
文

〆
金
壱
両
ト
三
百
七
十
壱
文

右
者
、
御
傅
馬
役
金
慥
ニ

受（
印
）取

申
候
、

　

戌
十
二
月
大
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
兵
衛

孫
兵
衛
殿

一
四
―
五
―
四　
　
〔
菜
種
・
小
松
菜
発
送
に
つ
き
書
状
〕（
縦
23.1
×
横
27.6
㎝
）

弥
御
勇
健
ニ

被
成
御
座
珍
重
ニ

奉
存
候
、
然
者
つ
け
菜
種

三
升
・
小
松
菜
五
升
急
ニ々

御
送
り
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研
究
論
集
第
７
号
（2022

.3

）

十
九

〔
謝
辞
〕今
回
の
授
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
た
い
へ
ん
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
板
橋
区
郷
土
資
料
館
の
河
野
彩
里
氏
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
皆

様
、
板
橋
区
公
文
書
館
の
皆
様
、
そ
し
て
学
生
個
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
お
世

話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
と
関
係
者
各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
板
橋
区
公
文
書
館
の
西
光
三
氏
、
鈴
木
雅
晴
氏
に
は
、
翻
刻
作
業
に
て
多

く
の
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
） 

拙
稿
「
志
村
延
命
寺
・
前
野
町
東
熊
野
神
社
・
志
村
熊
野
神
社
の
石
造
物
調
査
―
板

橋
区
志
村
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
の
実
践
例
―
」（『
淑
徳
大
学　

人
文
学
部　

研
究
論
集
』
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
）、
拙
稿
「
板
橋
宿
の
研
究
動
向
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
の
実
践
例
」（
同
前
第
四
号
、
二
〇
一
九
年
）を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
２
） 

拙
稿
「
板
橋
宿
『
伊
勢
孫
文
書
』
の
調
査
報
告
と
史
料
紹
介
―
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

授
業
の
実
践
例
―
」『
淑
徳
大
学　

人
文
学
部　

研
究
論
集
』
５
号
、
二
〇
二
〇
年

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
） 

板
橋
宿
お
よ
び
「
伊
勢
孫
文
書
」
に
つ
い
て
は
、『
板
橋
区
史　

通
史
編　

上
巻
』

（
板
橋
区
、
一
九
九
八
年
）、
板
橋
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
編
『
文
化

財
シ
リ
ー
ズ
第
九
八
集
、
板
橋
宿
の
歴
史
と
史
料
―
宿
場
の
街
並
み
と
文
化
財
―
』

（
板
橋
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）、『
板
橋
区
史　

資
料
編
五　

民
俗
』（
板
橋

区
、
一
九
九
七
年
）、
拙
稿
前
掲
注
（
２
）
に
詳
し
い
。

（
４
） 
拙
稿
「
板
橋
宿
の
歴
史
を
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
践
例
―
二
〇
二
〇
コ
ロ
ナ
禍

で
の
大
学
教
育
の
記
録
―
」（『
淑
徳
大
学　

人
文
学
部　

研
究
論
集
』
第
六
号
、

二
〇
二
一
年
）。

一
四
―
五
―
六　
　
〔
御
守
・
金
入
な
ど
遺
失
物
に
つ
き
覚
〕（
縦
24.7
×
横
9.0
㎝
）

一
、
嶋
天
の
守
入　
　
　
　

金
入　

一
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
■
類
之
儀
者

四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
知
不
申
候
、

板
橋

い
せ
孫
殿　
　
　
　
　

上
サ
九
十
九
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
生
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
松

一
四
―
五
―
七　
　

覚
（
縦
24.7
×
横
16.6
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　

覚

尾
州
様
御
泊
り

御
壱
人
分
ニ
付　
　
　
　
　
　

但
シ

　
　
　
　
　

米
八
合
ニ

金
壱
朱
づ
　ゝ
　
　

両
ニ
弐
斗
三
升
五
合
か
い

　

〆
拾
人
様
分
米
代
拾
九
匁
六
分

　
　
　

此
金
壱
歩
壱
朱
ト

　
　
　
　
　
　

弐
百
拾
七
文

弐
口
〆
金
三
■
（
分
ヵ
）三

朱
ト

　
　
　
　
　

弐
百
拾
七
文

　

右
之
通
り
慥
ニ
御
渡
申
候
、
以
上
、

四
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
屋
よ
り

　
　

孫
兵
衛
殿
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二
十

（
５
） 

人
文
学
部
で
は
、
対
面
授
業
で
の
使
用
教
室
数
が
多
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
用
に
空

き
教
室
や
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
Ｐ
Ｃ
設
置
教
室
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の

た
め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
原
則
禁
止
と
な
り
、
対
面
授
業
と

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
混
在
は
防
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。

（
６
） 

昨
年
度
は
、
本
学
部
と
し
て
はGoogle Classroom

を
使
用
す
る
か
否
か
の
判
断
は

教
員
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
本
年
度
は
原
則
全
授
業
で
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
７
） 

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
文
書
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
。
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
８
） 

前
掲
注
２
拙
稿
。

え
ん
ど
う
　
ゆ
り
こ
：
淑
徳
大
学
　
人
文
学
部
　
教
授

氏　　　名 論 文 題 目 指導教員名

狩 野 珠 希 「#魔女集会で会いましょう」を基にした小説の制作

白　寄　まゆみ

佐々木　武　命 叙述トリックを用いた短編推理小説の執筆

澤 本 有 咲 ボランティア活動における継続要因　― 東京2020大会の事例から―

長 塚 太 一 模型をテーマにした書籍の制作

兵 藤 峻 輔 通称：ガチャガチャと社会情勢の関連性

栁 澤 美 友 ヒット曲と社会情勢の関係性　― 2010年代ヒット曲歌詞からの考察―

井 上 友 里 バーチャルYouTuberにみる炎上の傾向と対策

田 中 則 広

牛 山 香 織 埼玉県三郷市の「まちづくり方針」について

小　田　果菜香 好印象を与える就活メイクの技術

木　俣　　　丈 遊びのある仕掛け絵本

菅 原 一 葉 ＢＴＳが世界的な人気を得た理由

鈴 木 万 尋 ディズニーヴィランズの人気と秘密について

竹 島 雅 大 吉田拓郎歌詞分析

橋 本 拓 海 日本におけるトーゴ共和国の報道分析

更 田 明 未 『鬼滅の刃』が爆発的人気を得た理由

藤　井　　　郁 日本の新聞から見るガーナ共和国の経済成長

藤　澤　美紗希 イラストを用いた地域PR冊子

古 江 希 羽 ほたるの里友の会の歩み（仮）

見 上 夏 美 「NHK連続テレビ小説『ひよっこ』が描こうとしたもの」

山 田 瑞 姫 日本における声優の変遷

青 山 隼 輔 現代小説における群像劇の面白さとこれから「上手く言い表せない群像劇を形容する」

星 野 英 樹

飯　塚　真季瑛 「少女漫画に出てくるオノマトペの変化に関する調査」定量的分析を用いて

伊 東 瑠 璃 「怪異はなぜ女性の姿が多いのか」

上 野 雄 士 「なぜ麻雀のイメージは悪いものになったのか」 ～コミュニケーションの側面から見る現代麻雀文化の変遷について～

菊 地 那 月 「ヒットソングから見る現代の若者に惹かれる表現」最新J-POPの歌詞分析を中心に

齊 藤 瑛 里 リモートを取り入れた演劇（脚本）

神 谷 泰 治 見ただけで飲みたくなる酒豪図鑑

齋 藤 賢 太 男性への差別

坂 野 直 季 「水平思考の優位性」ウミガメのスープの意味と他の思考法との相違点

佐々木　美　優 スタジオジブリが多くの人に繰り返し見られる理由

鈴 木 晴 花 「わたしがわたしになるように」

竹 内 園 惠 話題性、流行性のある広告とは何か　～人々が注目する広告の共通点について～

野 口 椋 平 「日本昔話に登場する動物の特異性」動物が持つ、現実から乖離したイメージについて

藤 平 晟 矢 流行りのJPOP歌手による現在のアニメソングの変化

山 村 梨 乃 自分の顔、体型に悩む現代の女の子をテーマに、美容整形に執着する女子大生とその子に恋する小説を執筆。

荒 木 泰 平 ファッションとして溶け込んだスニーカーと、プレ値で買うスニーカーヘッズたち。

横 手 拓 治

神田橋　珠　里 戦争についての映像表現における日本と海外の主張の差異が、受信者側の戦争意識を扇動させる差異を生み出しているか否か。

只野ジャスミン M1グランプリ2020からみた日本の漫才の歴史

堂 崎 星 来 若者に麻雀を浸透させるには

松 野 菜 摘 変わる学生起業
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